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Abstraet

This study aimedtoinvestigate thelevelofgeneric skills among students who aim to be a

kindergartenteacher or a nursery schoolteacher．Aninvestigation ofactualconditions was

conducted丘・OmlateOctobertoearlyNovember2011．ThesubjectsofthestudywereNishikyushu

UniversityJunior College students，Who are studyingin the Department ofEarly Childhood

Educationand Care．

With30questionsregardinggeneric skillsbasedupon socialandvocationalindependence，the

fbllowingwasfbund．

1．lnterpersonalskillswere obtainedto some extentwhen students enteredjuniorcollege．In

addition，theirlevelsofgenericskillshaveimprovedthroughclasses．

2．Techniques relatedto anidea ofvocation were not obtained among new students．It was

expectedthatthetechniqueswouldbeacquiredthroughco11egeeducation．

3．Students had developed skills ofself－eXpreSSion，reading andwriting，prOblem soIving，and

lifblonglearningthroughlessons，yetthelevelislow．

4．Studentsdidnotperceivethattheyhaveimprovedtechniquesrelatedtohealth，quantity，and

infbrmationliteracy．

Key word：trainingofkindergartenteacherandnurseryschoolteacher保育者養成

genericskills汎用的技能

investigationofactualConditions　実態調査
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Ⅰ　緒　　言

近年、社会的・職業的自立の基盤となる技能および態

度の滴菱が大学教育に求められるようになった。

文部科学省1■は、「21世紀の大学像と今後の改革方策

について」（大学審議会答申）の中で、社会生活に必要

な基本的な知識や技能を習得し、現代社会の諸課題に対

処する能力を養成する教養教育の必要性を提言してい

る。また、学士力2■や社会人基礎力3、、就職基礎能力4ノ

において、大学卒業時または職場・地域社会で求められ

る基礎的・汎用的技能について提言されている。

社会的・職業的自立の基盤となる技能・態度を滴養す

ることの必要性は、保育者養成の現場も例外ではない。

筆者らが勤務する西九州大学短期大学部幼児保育学科

（以下「本学」と記す）においても、実習を受け入れた

保育現場から寄せられる要望の中に、保育の専門的な知

識と技能に関するものも当然あれば、「挨拶や人と明る

く接する態度」「主体的な姿勢」「助言・指導を素直に聞

き入れる態度」など、社会的・職業的自立に必要な基礎

技能や態度に関するものも含まれている。

本学では、保育者に求められる職業観や基本的マナー

など、社会的・職業的自立の基盤となる技能や態度につ

いて、保育実習の事前・事後指導を含む保育の専門科目

に関わる授業の中で指導している。加えて、一般教育科

目区分内に開講されている「あすなろう教育」科目群に

おいて、保育者養成の実情に合わせた実践的な内容が取

り組まれている。「あすなろう教育」科目群の経緯をみ

ると、まず、平成15（2003）年度に建学の精神に基づ

く人間的資質の滴菱を企図した科目『あすなろう』が開

講された。その後、平成16（2004）年度には学外の体

験学習による心の教育を企図した科目『あすなろう体

験』、平成19（2007）年度には1・2年次生縦割り混在

クラス単位の学習による人間教育の強化推進を企図した

科目『共に学ぶあすなろう』がそれぞれ開講された。さ

らに、平成23（2011）年度より職業人としての資質能

力の育成に焦点を当てた科目『あすなろう（就業）』が

新設された。これら「あすなろう教育」科目群は、『あ

すなろう』で学習した内容が平行して開講されている『共

に学ぶあすなろう』『あすなろう（就業）』において具体

化されることにより、学生の短期大学における学習や生

活への適応、キャリア形成・就職支援を可能にしている。

実際に、学生は、「コミュニケーションカ」や「職業的

教養・職業意識」の習得に『あすなろう』の授業が役立っ

たと認識している5J。また、『共に学ぶあすなろう』お

ける「2年生が1年生に教える」または「1年生が2年

生に学ぶ」経験は、主体的態度や社会性、共感など、学

生の内面的な成長に結びつく貴重な学習機会になってい

る6ノ。

社会的・職業的自立の基盤となる技能や態度の習得を

目指す学習支援は、最近では、初年次教育、補習教育、

導入教育、キャリア教育の範時においても取り組まれて

いる。いずれにせよ学習支援の効果を高めるためには、

社会的要請の変化や学生の実態の把捉が必要である。つ

まり、学生が卒業までに身につけるべき技能等を経時的

に把捉し、そのデータに基づいて教授内容や方法を再考、

実践することにより、高い学習成果が得られるのではな

いだろうか。しかしながら、本学の実情に目を向けると、

社会的・職業的自立の支援に結びつくような学習プログ

ラムには取り組んでいるものの、学生が短期大学入学ま

でに習得している技能や態度は何なのか、どのような学

習を通じて、どのような技能や態度をどの程度習得でき

ているのか、などの実態については把捉されていない。

このことは、教育課程評価（カリキュラム・アセスメン

ト）の観点からも重要なことではなかろうか。

そこで、本研究では、幼稚園教諭・保育士を目指す学

生における社会的・職業的自立の基盤となる技能・態度

の習得度について情報を得ることを目的とする。具体的

には、短期大学入学時までの習得度により高校と短期大

学の接続期に必要な学習内容、および短期大学の学習を

通じた習得度により短期大学と社会の接続に必要な学習

内容を明らかにすることである。

Ⅱ　研究方法

1．調査対象者とデータ収集の方法

本研究の対象は、佐賀県内の保育者養成系短期大学の

2011年度在学生、1年次生84名、2年次生61名の計

145名であった。

調査は、2011年10月下旬から11上旬にかけて、質

問紙による集合調査法で実施した。倫理的配慮として、

回答の内容が成績評価に影響を一切及ぼさないことを調

査表の中に明記した。調査は、調査前に回答への同意を

得られた者のみ実施した。

なお、分析は、各項目のいずれかに記入漏れや誤記の

なかった者のうち、幼稚園教諭免許・保育士資格の取得

を希望し、前述の免許・資格を生かした職場への就職を

希望している116名（1年次生65名、2年次生51名）

を対象とした。

2．調査内容

調査内容に関しては、学士力7－や社会人基礎力8■、就

職基礎能力鋸を参考に、それらを包括するような社会的・

職業的自立に必要な基礎的技能および態度に関する30

項目を作成した（表1）。作成した質問項目については、

先行研究10■11－12′13－と照らし合わせながら、表現の適否お

よび内容の妥当性を検討した。
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表1社会的・職業的自立の基盤となる技能および態度

恥． �質問項目 �略称 �学士力 （文部科学省） �社会人基礎力 （経済産業省） �就職基礎能力 （厚生労働省） 

1 �人の話や文章、図表（イラストも含む）の意味を解釈すること �解釈 �コミュニケーション � � 
ができる ��スキル 

2 �要点をおさえてメモ（ノート）をとることができる �記録 � � �読み書き 

3 �まとまりのある文章を書くことができる �文章 � � �読み書き 

4 �状況に応じた表現・言葉・文法を使って話をしたり文章を善い �表現 �コミュニケーション � �自己表現力 
たりすることができる ��スキル 

5 �人の意見や考えを丁寧に聴くことができる �傾聴 �コミュニケーション スキル �傾聴力 �意志疎通 

6 �自分の意見や考えを口頭で分かりやすく説明することができる �説明 �コミュニケーション スキル �発信力 �意志疎通 自己表現力 

7 �自然や社会の出来事について、数値や図（グラフや表など）を 活用して理解したり、表現したりすることができる �数量 �数量的スキル � �数学的思考力 

8 �図書やコンピュータを用いて、情報を収集・整理し、適正に活 用することができる �情報 �情報リテラシー � �情報技術関係 

9 �コンピュータを用いて文書や図表を作成することができる �操作 �情報リテラシー � �情報技術関係 

10 �これまでに得た情報や知識を活用し、筋道を立てて考えること ができる �論理 �論理的思考力 � � 

11 �現状を多方面から分析し、課題を明らかにすることができる �発見 �問題解決力 �課題発見力 �向上心・探究心 

12 �課題解決に必要な取り組み・方法・手順を明らかにし、準備す ることができる �計画 �問題解決力 �計画力 � 

13 �課題解決に向けて確実に行動することができる �実行 �問題解決力 �実行力 � 

14 �これまでに身につけた知識や技能などを活用して新しい価値（ア イデア）を生み出すことができる �創造 �創造的思考力 �創造力 � 

15 �指示を受ける前に自分で考えて進んで行動することができる �主体 �自己管理力 �主体性 � 

16 �やるべきことの優先順位をつけたり空き時間を使ったりなど、 時間を有効に活用することができる �時間 �自己管理力 � � 

17 �健康の維持・向上のための規則正しい生活（食事・運動・休養） を実践することができる �健康 �自己管理力 � � 

18 �自分感情を適切にコントロールすることができる �精神 �自己管理力 �ストレス コントロールカ � 

19 �意見の違いや立場の違いを理解し、受け入れることができる �共感 � �柔軟性 �協調性 

20 �人と協調・協働して行動することができる �協調 �チームワーク � �協調性 

21 �人に働きかけて、課題解決にむけて共に行動できる �共同 �リーダーシップ �働きかけ力 � 

22 �何事にも我慢強く取り組み、最後まで続けることができる �忍耐 � � � 

23 �自分から挨拶をしたり、人と明るく接したりすることができる �社交 � � �基本的なマナー 

24 �先生や上司など、目上の人からの教えを素直に聞き入れること ができる �誠実 � � � 

25 �自己の良心や学校・社会のルールに従って行動することができ る �倫理 �倫理観 �規律性 � 

26 �社会の一員としての意識を持ち、社会の発展のために役割を果 たすことができる �責任 �社会的責任 � �責任感 

27 �進んで課題を見つけ、高い目標に向けて行動することができる �向上 �生涯学習力 � �向上心・探究心 

28 �状況に応じた服装や身だしなみをきちんとすることができる �服装 � � �基本的なマナー 

29 �自分のなりたい人材像や目指す職業が明確になっている �目標 � � �職業意識・勤労観 

30 �目指す職業に求められる専門性（知識や技能など）や役割を自 覚している �職業 � � �職業意識・勤労観 
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技能・態度の習得度は、短期大学入学時と現在の2時

点について、それぞれ4段階評定（「とても身について

いる（4点）」「やや身についている（3点）」「あまり身

についていない（2点）」「まったく身についていない（1

点）」）による回答を求めた。

3．分析

知識または技能の習得度の変化について、同一群の2

時点の比較にはWilcoxonの符号付順位和検定を用いた。

また、同一期の2群間の比較にはMann－WhitneyのU

検定を用いた。なお、いずれも有意水準は5％未満とし

た。

Ⅲ　結　　果

表2に社会的・職業的自立に必要とされる基礎技能お

よび態度（以下、「基礎技能等」と記す）の平均点を示

した。1年次生では、30項目すべてにおいて入学前よ

りも現時点の得点が高く、「傾聴」「健康」「協調」「社交」

「誠実」を除いた25項目において入学前と現時点の間に

有意な差が認められた。2年次生では、30項目のすべ

てにおいて、入学前よりも現時点において得点が有意に

高かった。また、1年次生と2年次生の差を見ると、入

学時点では、2群間に有意な差は認められなかった。現

時点では、多くの項目において1年次生よりも2年次生

の得点が高く、「表現」や「傾聴」を含む13項目におい

て1年次生と2年次生の間に有意な差が認められた。

入学時および現時点における基礎技能等の習得度につ

いて、横軸方向を1年次生、縦軸方向を2年次生として

平均値の分布を示した（図1、図2）。

図1において、値が2．5よりも大きく（小さく）なる

ほど入学時における習得度が高い（低い）ことを意味し

ている。結果を見ると、「数量」「文章」「記録」を含む

11項目の基礎技能等について、1年次生・2年次生と

もに、入学時までに習得した実感を得ていないことが分

かる。また、1年次生において「責任」と「主体」、2

年次生において「情報」「職業」「時間」「操作」の項目は、

入学時までに習得した実感を得られていない。一方、「誠

表2　社会的・職業的自立に必要と考えられる基礎技能および態度の比較

No　項　目
1　年　次　生　　　　　　　　　　　　2　年　次　生　　　　　　　差（1年－2年）

入学前　　　　現時点　　　差　　　　入学前　　　　現時点　　　差　　　入学時　現時点
1　解　釈　2．69±052　　2．97±0．30　＊＊　　　263±0．56　　3．10±0．45　＊＊　　　n．S．　n s

2　記　録　248±0．77　　2．92±0．64　＊＊　　　2．47±0．72　　3．12±0，55　＊＊　　　n．S，　n．S

3　文　章　212±0．71　2．51±0．68　＊＊　　　2．20±0．69　　2．82±0．47　＊＊　　　n．S．　†

4　表　現　2．23±0．67　　2．52±0．64　＊＊　　　2．31±0．61　2．84±0．64　＊＊　　　n．S．　††

5　傾　聴　3．03±0．53　　3．11±0．56　n．S．　　2．94±0．64　　3．41±0．49　＊＊　　　n．S．　††

6　説　明　2．11±0．64　　2．45±0．66　＊＊　　　2．27±0．56　　2．76±0．61　＊＊　　　n．S．　††

7　数　量　2．05±0．71　2．25±0．74　　＊　　　　2．04±0．62　　2．47±0．50　　＊＊　　　n．S．　n．S

8　情　報　2．55±0．82　　2．83±0．80　＊＊　　　237±0．82　　2．76±0．70　＊＊　　　n．S．　n．S

9　操　作　2．68±0．86　　2．83±0．85　　＊　　　2．39±0．79　　2．80±066　＊＊　　　n．S．　n．S

10　論　理　2．38±0．72　　2．63±0．67　＊＊　　　2．25±0．68　　2．73±0．60　＊＊　　　n．S．　n．S．

11発　見　2．14±0．55　　2．46±0．66　＊＊　　　2．20±0．59　　278±0．60　＊＊　　　n．S．　†

12　計　画　2．32±0．68　　2．80j＝0．64　＊＊　　　2．31±0．75　　2．92±0．62　＊＊　　　n s．　n．S

13　実　行　2．46±0．70　　277±0．70　＊＊　　　2．45±0．69　　2．88±0．68　＊＊　　　n．S．　n．S

14　創　造　2．25±0．63　　2．45±0．66　＊＊　　　231±0．70　　2．84±072　＊＊　　　n．S．　††

15　主　体　2．42±072　　2．77±0．67　＊＊　　　2．55±0．72　　3．14±0．59　＊＊　　　n．S．　††

16　時　間　2．60±0．74　　3．14±0．76　＊＊　　　2．39±0．74　　3．24±0．51　＊＊　　　n．s n．S

17　健　康　275±0．84　　2．78±083　n s．　　2．57±0．82　　284±0．78　　＊　　　n．S．　n．S

18　精　神　252±0．82　　2．82±0．76　＊＊　　　259±0．77　　314±0．69　＊＊　　　n．S．　†

19　共　感　2．91±0．65　　3．23±055　　＊＊　　　2．82±0．76　　3，31±0．54　　＊＊　　　n．S．　n．S

20　協　調　3．11±0．56　　3．18±0．63　n．S．　　3．00±0．74　　3．41±0．63　＊＊　　　n．S．　†

21共　同　2．69±0．63　　2．92±0．64　＊＊　　　2．67±0．68　　3．14±0．59　　＊＊　　　n．S．　n s

22　忍　耐　2．77±0．86　　292±0．77　　＊　　　2．92±0．79　　3．39±0．63　＊＊　　　n．S．　††

23　社　交　3，23±0．70　　3．32±064　n s．　　3．14±0．77　　3．51±0．61　＊＊　　　n．S．　n．S

24　誠　実　323±0．74　　3．34±059　n s　　　3．20±0．66　　345±0．60　　＊　　　n．S．　n．S

25　倫　理　3．06±0．68　　3．20±0．56　＊＊　　　3．06±0．54　　3，31±0．54　＊＊　　　n．S．　n．S．

26　責　任　237±0．76　　2．63±071　＊＊　　　2．55±0．72　　2．96±0．48　＊＊　　　n s．　††

27　向　上　2．42±0．72　　2．66±0．71　＊＊　　　2．31±0．73　　2．90±0．53　＊＊　　　n s．　†

28　服　装　2．91±0．80　　3．18±0．55　＊＊　　　2．94±075　　3．35±0．55　＊＊　　　n．S．　n．S

29　目　標　2．68±0．82　　2．97±0．80　＊＊　　　2．61±0．86　　3．25±0．68　＊＊　　　n．S．　n．S

30　職　業　2．58±0．76　　3．08±062　＊＊　　　2．37±0．74　　3．31±0．54　＊＊　　　n s．　†

数値は、平均値±標準偏差

同一群の2時点における測定値の差の検定には、Wllcoxonの符号付順位和検定を用いた（＊p＜．05，＊＊p＜．01）

同時期の2群間における測定値の差の検定には、Mann－WhltneyのU検定を用いた（†p＜．05，††＜01）
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実」「社交」「共感」を含む8項目の基礎技能等は、1・

2年次生ともに、入学時までに習得した実感が得られて

いることが分かる。

図2において、横軸方向に値が大きくなるほど1年次

の現時点での習得度が高く、縦軸方向に値が大きくなる

ほど2年次の現時点での習得度が高いと言える。「情報」

「操作」を除いた28項目の基礎技能等は、1年次生より

も2年次生において習得した実感を得られていた。次に、

入学時に習得した実感を得られていなかった基礎技能等

について見ると、「数量」は、1年次および2年次の現

時点においても習得した実感を得られていない。また、

「説明」「発見」「創造」「表現」「文章」の5項目は、1

年次の現時点では習得した実感を得られていないが、2

年次の現時点においては習得した実感を得られていた。

1年次生における「責任」と「主体」の2項目、2年次

生における「情報」「職業」「時間」「操作」の4項目は、

入学時には習得した実感を得られていなかったが、現時

点では習得した実感を得られている。

図3は、基礎技能等の習得度の現時点と入学時におけ

る平均値の差に関して、横軸方向に1年次生、縦軸方向

に2年次生として表した。2時点における習得度の差は、

短期大学での学習成果を意味すると考えられる。図にお

いて、横軸方向に値が大きくなるほど、その基礎技能等

に対する1年次の現時点での学習成果が高く、縦軸方向

に値が大きくなるほど2年次の現時点までの学習成果が

高いと考えられる。また、原点を通る傾きが1の直線よ

り上側にあるほど、1年次から2年次に至るまでの学習

成果が高いものと考えられる。結果を見ると、30項目

のすべてにおいて、入学時から1年次生の現時点までの

学習成果よりも、入学時から2年次生の現時点までの学
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図3　技能・態度の習得度の差の比較

習成果のほうが大きい。

これらの結果より、基礎技能等を学生の視点から捉え

ると以下の点が指摘できる。

入学時にどちらかといえば習得していない（平均値が

2．5未満）と学生が認識している基礎技能等を見ると、「数

量」は、短期大学でも習得できていないと認識されてい

る。「文章」「発見」「創造」「表現」の5項目は、1年次

生の現時点までに習得されていないが、1年次生の現時

点から2年次生の現時点に至る間に習得度が向上してい

た。「職業」「目標」「時間」の3項目は、入学時から1

年次生の現時点、1年次生から2年次生の現時点にかけ

て経時的に習得度が向上し、2年次生の現時点において
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ある程度身についている（平均値が3．0以上）と学生か

ら認識されている。1年次生または2年次生において、

入学時にどちらかといえば習得できていないと学生から

認識されていた残りの基礎技能等のうち、「論理」「計画」

「実行」「記録」「解釈」「共同」の6項目は、1年次生の

現時点に至るまでに習得度が向上していた。「向上」「責

任」「主体」「精神」の4項目は、1年次生から2年次生

に至る間に習得度が向上していた。また、「健康」「情報」

「操作」の3項目は、入学時にどちらかといえば身につ

いている（平均値が2．5以上3．0未満）程度であり、短

期大学において習得度があまり向上しないと認識されて

いる。

一方で、入学時までにどちらかといえば習得できてい

る（平均値が2．5以上3．0未満）と学生から認識されて

いる基礎技能等を見ると、「誠実」「社交」「倫理」「共感」「服

装」の5項目は、短期大学において習得度の向上がわず

かであった。「協調」「傾聴」「忍耐」の3項目は、1年

次生から2年次生に至る間に習得度がさらに向上してい

た。

Ⅳ　考察とまとめ

本研究の結果をみると、社会的・職業的自立の基盤と

なる技能等に関する多くの項目について、学生は短期大

学の授業等を通じて習得度を高めたという実感を得てい

た。

まず、人間関係形成力に関わる技能等（「誠実」「社交」

「倫理」「共感」「協調」「傾聴」）は、短期大学入学時ま

でにどちらかと言えば習得されており、短期大学の授業

等を通じて習得度が向上し、ある程度習得されていた。

次に、短期大学入学時までにどちらかと言えば習得で

きていない（平均値が2．5未満）と学生が認識している

基礎技能等を見ると、職業意識（「職業」「目標」）およ

び自己管理力（「時間」「主体」「精神」）に関わる技能等

は、短期大学の授業等を通じてある程度習得されていた。

ここで、本学での学びを具体的に見ると、学生は『あ

すなろう』の授業を通じて「コミュニケーションカ」や「職

業的教養・職業意識」を習得したと認識している14）。また、

『共に学ぶあすなろう』おける「2年生が1年生に教える」

または「1年生が2年生に学ぶ」という学習経験は、主

体的態度や社会性、共感などの習得に結びつく貴重な学

習機会になっている157。さらに、学科の学びの特色に、

学生の音楽・表現技術の成果を披露する『実技発表会』

と、学外者の授業参加と学生参加の授業構築という特徴

を持つ『子育て支援事業（親子いきいき広場）』がある。

林ほか16）によれば、実技発表会に取り組む過程は、演奏・

表現技術の向上、教材の研究実践方法の理解につながる

ばかりではなく、主体的態度や創造的思考、傾聴や協働

といったコミュニケーション能力の向上にも有効であっ

た。また、田村ほか17）によれば、学生は子育て支援事

業に参画する中で、保育技術の向上もさることながら、

子どもや保護者との関わり方、批判的思考と共感的理解

なども学んでいる。

また、実習経験の効果に関する一連の研究によると、

実習経験が保育者効力感の向上に必ずしも結びつかない

が、それは実習経験を積み重ねることにより保育の専門

性や責任の重さに直面するためだと考えられる1酎19）。神

谷20）によれば、実習を初めとした専門教育は、進路選

択過程としての意味も有しているがゆえに、自己や職業

について考え直す機会となっている。

したがって、保育現場での実習を含む専門教育、専門

教育の学びの深化につながる『実技発表会』や『子育て

支援事業』、本学の学びの特色である「あすなろう教育」

が、人間関係形成力、職業意識、自己管理力の技能の獲

得に結びついた可能性が高いものと推察される。

ところが、学習成果の高い技能等がある一方で、自己

表現力（「表現」「説明」）、読み書き（「記録」「文章」）、

問題発見・解決力（「発見」「創造」「論理」「計画」「実

行」）、生涯学習・社会参画（「向上」「共同」「責任」）に

関わる技能等は、短期大学の学習等を通じて習得度が向

上しているものの、どちらかといえば習得できている（平

均値が2．5以上3．0未満）と認識されている程度であった。

しかも、「健康」や「数量」、情報リテラシー（「情報」「操作」）

に関わる技能等については、短期大学の学習等を通じて

習得度を高めたという認識を得られていなかった。

自己表現力や問題発見・解決力、「向上」や「共同」

に関する技能等は、大学での学習成果が高い項目であ

る21）。また、山田・森22）によると、教育系学部では、

正課授業と正課外活動において相互補完的に汎用的技能

が獲得されていることが見受けられた。詳述すれば、社

会的関係形成力や知識の体系的理解力に関わる技能は正

課授業を通じて獲得されており、批判的思考・問題解決

力や持続的学習・社会参画力に関わる技能は正課外活動

を通じて獲得されていた。なお、自己表現力に関わる技

能は、正課授業と正課外活動の両方を通じて獲得されて

いた。さらに、濱名23）によると、学生は、作業や課題

解決を含む活動、対人関係を多く含む活動、プレゼンテー

ションする活動など、「少人数ゼミや演習」および「友

人との交流」の場面が汎用的技能の習得につながったと

認識している。

さて、今後、本学が学生の自己表現力、読み書き、問

題発見・解決力等に関わる技能の滴養を目指していくの

であれば、教員が学生に対して一方的に教授するような

講演型の授業ではなく、学生同士あるいは教員とのコ

ミュニケーションをとりながら学生が知識や技能を習得

できるような参加型・双方向型の授業が必要ではないだ
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ろうか。このような授業形態は、少人数の授業ならまだ

しも大人数の場合では難しい。そこで、ディスカッショ

ンや発表、グループワークなどを通じて、学生の経験や

意見を引き出して、課題解決に導くような授業の内容や

方法について理解を深めなければならない。そして、実

験的な授業を通じて、大人数でも実践可能な授業のあり

方を模索していく必要がある。

また、本学では就職支援の一環として模擬試験や就職

試験対策講座を実施しており、主に読み書きや計算力な

どの基礎的学力の向上目指している。「学生の特性に適

合した共同型就職支援システムの構築（平成21－22年

度成果・評価報告集）」24）によると、実施後の成績はお

おむね向上している。漢字などの書き取りに関しては、

講義内におけるレポート作成など、学びの中で身につけ

させたいところではあるが、このような講座を別に設定

し、内容や教授方法を強化することにより学生の基礎技

能をさらに高めることができると言える。

Benesse教育研究開発センター25一　によると、「コン

ピュータを使って文書・発表資料を作成し表現する」や

「多様な情報から適切な情報を取捨選択する」技能は、

大学での学習成果が高い項目である。しかしながら、本

学の学生は、情報リテラシーに関わる技能に関して、入

学時の習得度は低くないものの、短期大学の学習等を通

じて習得度が向上したとは認識していない。入学前の情

報リテラシーの実態について、桑原・溝田26ノは、本学

の学生が小学校から高校に至る学校教育の中で情報リテ

ラシーの履修を終えており、そのツール群の利用を非常

に自然な気持ちで受け止めながら体得していると述べて

いる。山田・森27）は、情報リテラシーに関わる技能は、

正課授業を通じてレポート課題や論文作成に取り組む中

で獲得されていくと述べている。本研究において、情報

リテラシーに関わる技能は短期大学での学習成果があま

り見られなかったが、それは、演習や実技の授業形態が

多い保育者養成課程のカリキュラムの特性や、保育場面

（保育技術や子どもとの関わりなど）と直結する内容に

力点を置いて学習するという学生の学びの傾向性にも依

拠するものかもしれない。

また、「健康」に関わる技能についても学生は習得度

を高めた実感を得ていない。この点に関しては、「大学

生の健康度および生活習慣は他の世代に比べて最も望ま

しくない傾向にある」とする徳永・橋本2鋸の指摘と符

合する。健康は、そもそも普遍的な価値を有するものだ

が、生活習慣病が懸念される現代の社会においてその価

値はより貴重だと言える。しかも、近年における子ども

の健康をめぐる諸問題は、痩身および肥満傾向児の増加、

運動能力の低水準化、低体温、アレルギーなど枚挙に暇

がない。したがって、将来、幼稚園教諭または保育士と

して子どもの健康教育に携わる学生には、健康に関わる

技能の習得が必要ではないだろうか。

本研究では、社会的・職業的自立に必要だと考えられ

る基礎技能および態度の全般について調査・検討した。

今後は、幼稚園教諭または保育士に特に求められる基礎

技能等が何なのかについて検証していく必要がある。幼

稚園教諭または保育士に求められる社会的・職業的自立

の基盤となる技能および態度が明らかになれば、本学を

卒業するまでに身につけるべき技能等を学生に明示でき

る。結果として、学生は目指すべき保育者像を具体的に

イメージできる。また、社会的・職業的自立の基盤とな

る技能等のうち、短期大学の学習で特に必要と考えられ

る技能等を一般教育科目（主に「あすなろう教育」科目群）

の到達目標や学習内容に反映させることにより、一般教

育科目はもとより、専門教育科目の学習成果の向上が期

待できる。さらに、社会での就業に特に必要と考えられ

る技能等を専門教育科目の到達目標や学習内容に反映さ

せることにより、保育の専門的知識・技能に加え、社会

的・職業的自立の基盤となる技能や態度を兼ね備えた即

戦力の人材を養成することができると考えられる。

最後に、本研究の結果は、学生の主観的評価による量

的調査によって得られたものである。今後、学生に形成

される基礎技能等について、より詳細に把握するために

は試験等による客観的評価に基づいた調査も必要だと考

えられる。
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